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〈論 文〉 
本動詞「抜く」からアスペクトを表す複合動詞「Ｖ-抜く」への派生 
 
片 山  晴 一 
 
１．はじめに 
動詞の連用形＋「抜く」の形をとる V-V 型複合動詞「V-抜く」は、意味・用法により（1）
のように大きく 2 種類に分けられる。 
 
（1）「V-抜く」 
a. 引き抜く、切り抜く、射抜く、追い抜く、くり抜く… 
b. 生き抜く、攻め抜く、鍛え抜く、考え抜く、困り抜く… 
 
（1a）が「ものの一部の分離」「貫通」「追い越し」といった本動詞1「抜く」の意味2を保
持しているのに対して、（1b）に挙げた「V-抜く」は「抜く」の意味を離れ、複合動詞と
しての独自の意味を持っている。例えば、「生き抜く」は「苦難でも死なずに、最後まで生
きる」3という意味を持つ。「生きる」と「抜く」が複合されることで「苦難でも死なずに、
最後まで」という本動詞「抜く」にはない新たな意味が備わる。（1b）の「V-抜く」は共
通して「最後まで V1 する」というアスペクトとしての意味を持っている（4 節参照）。 
しかし（1a）に挙げたような「V-抜く」は本動詞「抜く」の意味とは全く独立して存在
しているのだろうか。影山（1993：78-79）では複合動詞を語彙的複合動詞と統語的複合
動詞に分類し、後者は前者よりも「意味的に透明で生産的」であるとしている（2 節参照）。
この分類では（1a）は語彙的複合動詞、（1b）は統語的複合動詞に該当するが「意味的に
透明になる」という分析が正しいとすれば、具体的に「抜く」の意味のどの部分が“どのよ
うに透明になり”、“引き継がれる概念はどのようなものか”は未解決のままである。 
 さらに前項に同じ動詞を取る「V-抜く」が異なる解釈を受ける場合もある。 
 
（2） a. 太郎は教科書から重要な部分を書き抜いた。4 ［本動詞（としての意味）］ 
 b. 太郎は長編小説を書き抜いた。   ［アスペクト］ 
（3） a. 太郎は床板を踏み抜いた。   ［本動詞（としての意味）］ 
                                                   
1 本稿では複合動詞に対して複合していない動詞を「本動詞」と呼ぶ。個別の語については複合動詞を「V-
抜く」、本動詞を「抜く」と表記する。なお複合動詞の前項を「V1」、後項を「V2」と表記する。 
2 本稿での本動詞の意味記述は国立国語研究所『基本動詞ハンドブック』（http://verbhandbook.ninjal. 
ac.jp）によった。 
3 本稿での複合動詞（語彙的複合動詞）の意味記述は、国立国語研究所『複合動詞レキシコン』（http:// 
vvlexicon.ninjal.ac.jp）によった。 
4 出典を明示していない文は筆者による作例である。 
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 b. 太郎は一晩中たたらを踏み抜いた。   ［アスペクト］ 
 
（2b）（3b）のように「V-抜く」がアスペクトの解釈になる場合、話者の脳内ではどのよ
うな形で派生が起こっているのだろうか。 
 以上をふまえ、本稿では次の点を明らかにすることを目的とする。 
 
問題 「V-抜く」の 2 つの意味（［本動詞（としての意味）］［アスペクト］）の間にどのよ
うな意味の連続性・派生の方向が考えられるか。またその派生を引き起こす要素は何か。 
 
論文の構成は以下の通りである。まず 2 節では「V-抜く」を含む複合動詞に関わる先行研
究を概観する。［本動詞（としての意味）］を表す「V-抜く」は語彙的複合動詞の中の主題
関係複合動詞として扱われ、［アスペクト］を表す「V-抜く」は語彙的複合動詞の中のアス
ペクト複合動詞または統語的複合動詞と見られていることを確認する。3 節では本動詞「抜
く」の意味のうち、国立国語研究所『基本動詞ハンドブック』にて基本義とされている「も
のの一部の分離」とそこから派生した「貫通（空洞を生じさせる）」の意味について語彙概
念構造を用いて分析する。4 節では、本動詞「抜く」と［アスペクト］を表す「V-抜く」
が「過程を経て、ある境界を越える」という現実事象を介して関連付けられるプロセスを
分析する。5 節では 4 節の関連付けを可能にする「過程重視」の視点について他の言語と
の対照を通じて考察する。6 節では本稿の結論、今後の課題を提示する。 
 
２．「V-抜く」に関する先行研究 
2.1 影山（1993） 
影山（1993：75-97）では、複合動詞を、語彙部門で形成される語彙的複合動詞と統語
部門で形成される統語的複合動詞に分類する考え方が示されている。形態的緊密性という
語の性質を基準として用い、語彙的複合動詞は、V1 の部分だけを「そうする」などの照
応関係に関わらせることができない等の根拠から、V1 と V2 が語彙部門で派生した“一つ
の語”であると分析している。一方、統語的複合動詞は V1 を照応関係に関わらせることが
可能である等の根拠から V1 と V2 は統語部門で派生した“別々の語”であり V1 が V2 の補
文関係として分析できるという。（4）に例を示す。 
 
（4）代用形「そうする」との置換 
 a. 語彙的複合動詞：私が飲み歩く  → *5彼もそうし歩く 
 b. 統語的複合動詞：私が飲み始める  → 彼もそうし始める 
 
（4a）「飲み歩く」が酒類に限定されるのに対し、（4b）「飲み始める」は飲む対象が限定
                                                   
5 *（アスタリスク）は非文であることを示す。 
本動詞「抜く」からアスペクトを表す複合動詞「Ｖ-抜く」への派生 
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されない。このように語彙的複合動詞は意味の不透明化や語彙化が進んでいるのに対し、
統語的複合動詞は、V1 と V2 の意味関係が透明かつ合成的であり、文や句の性質に近いと
いう。影山（1993：80-97）では照応関係以外にも「主語尊敬語」「受身形」「サ変動詞の
使用」「重複構文」の可否から 2 つの複合動詞を分ける根拠を提示している。（5）に「V-
抜く」が例文として挙げられている重複構文の例を示す。 
 
（5）重複構文  a. 語彙的複合動詞：*トーナメントを勝ちに勝ち抜いた。 
     b. 統語的複合動詞：彼女は結婚問題で苦しみに苦しみ抜いた。 
（影山 1993：83-92 より抜粋、構成を一部改編） 
 
（5）の重複構文の例では、同じ「V-抜く」の形式でも、V１の動詞によって語彙的／統語
的複合動詞の別の分類に属することが示されている。 
 
2.2 姫野（1999） 
語彙的／統語的複合動詞の分類を枠組みとして使用し、日本語学の立場から「V-抜く」
の意味・用法を記述的に分析した研究として姫野（1999）が挙げられる。姫野（1999）で
は、語彙的複合動詞は「抜く」の本動詞の意味で用いられ、統語的複合動詞は「行為の貫
徹」と「極度の状態」6を表す場合があるとしている（6）。 
 
（6） 姫野（1999）における「V-抜く」の分析 
A 語彙的複合動詞 
「～ぬく」の複合動詞 自動詞か他動詞か 意味特徴 
対象「を」  ～ぬく 
板を    打ちぬく 
釘を    引きぬく 
他＋ぬく＝他 
貫 通 
抜 去 
B 統語的複合動詞 
1．人が 対象［を］ ～ぬく 
親が 子を   鍛えぬく 
 人が     ～ぬく 
 子供が   走りぬく 
他＋ぬく＝他 
自＋ぬく＝自 
貫 徹 
2．人が     ～ぬく 
若者が    悩みぬく 
他＋ぬく＝他 極 度 
（姫野 1999：185，一部改編） 
 
姫野（1999）では（6）の分類に従い、それぞれの具体的な複合動詞を挙げている。 
                                                   
6 姫野（1999）の「行為の貫徹」「極度の状態」という分類は森田（1977：372）の「動作性の動詞に付
いて、“その動作を最後まで完全に行う”意を添え、さらに状態性の動詞に付いて“非常に…する”強調意識
へと高まる。」という分析に従っている。 
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2.3 影山（2013）・複合動詞レキシコン 
 影山（2013）では、影山（1993）で提唱された語彙的複合動詞の V1 と V2 の意味関係
による分類を、「V1 て、V2」と言い換えが可能かどうかという基準をもとに「主題関係複
合動詞」と「アスペクト複合動詞」の 2 つのタイプに分類している（7）。「V１て、V2」
の言い換えができる主題関係複合動詞は意味の中心が後項動詞（V2）にあり、言い換えの
できないアスペクト複合動詞は前項動詞（V1）に意味の重点がある。アスペクト複合動詞
の V2 は、日本語学で補助動詞的と呼ばれるものに概ね対応し、動詞としての機能（主語
や目的語の項関係）を失って、補助的な機能動詞として語彙的アスペクト（アクツィオン
スアルト）7の機能を果たしているという（影山 2013：14）。 
 
（7）語彙的複合動詞の再編成 
従来の分類      新しい分類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（影山 2013：11） 
 
国立国語研究所『複合動詞レキシコン』（以降『複レキ』と表記）は影山が基礎データを
作成しており、主題関係複合動詞とアスペクト複合動詞を収録している。「V-抜く」を検索
すると（8）の 21 語が抽出される8。姫野（1999：185-189）のリストでは（8）でアスペ
クト複合動詞に挙げられているもののうち「見抜く」以外は全て（6）B：統語的複合動詞
のタイプとして扱っており、相違が生じている。しかし、いずれも「アスペクトを表す」
という点では共通しており、本稿では形成部門の違いについての分析を焦点とはしないた
め、次節以降の分析では「アスペクトを表す複合動詞」として同じ枠組みで扱う。 
                                                   
7 語彙的アスペクト（Aktionsart アクツィオンスアルト；動作の様態（manner of action）、動作の方式）
とは、完了・未完了といった時間的なアスペクトに限られず、広く「事態の展開の仕方」を表す概念であ
る。（亀井他 編著 1996） 
8 ここでは前項動詞が接頭辞化した「ぶち抜く」、一語化し語が固定されている「出し抜く」は除外して
いる。「粘り抜く」は VV・Vs の両タイプに属している。「粘り抜く」は 1 語と数え、本文では異なり語
数として 21 語とした。 
1．手段：突き落とす、踏みつぶす 
2．様態：転げ落ちる、忍び寄る 
3．原因：歩き疲れる、焼け死ぬ 
4．並列：恋い慕う、慣れ親しむ 
5．補文関係：見逃す、死に急ぐ 
6．副詞的：晴れ渡る、居合わせる 
主題関係複合動詞 
（thematic compound verbs） 
V1、V2 ともに主題関係（項関係）を持ち、
V1 は V2 を様々な意味関係で修飾する。 
アスペクト複合動詞 
（aspectual compound verbs） 
文の項関係は基本的に V1 によって決まる。
V2 は広い意味で語彙的アスペクトを表し、
V1 が表す事象の展開について述べる。 
本動詞「抜く」からアスペクトを表す複合動詞「Ｖ-抜く」への派生 
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（8）「V-抜く」―『複レキ』に掲載されている語彙的複合動詞 
主題関係複合動詞（VV）     アスペクト複合動詞（Vs） 
射抜く ［他］9 染め抜く［他］  生き抜く［他］ 
打ち抜く［他］ 突き抜く［他］  勝ち抜く［他］［自・意］ 
選び抜く［他］ 粘り抜く［他］［自・意］  困り抜く［自］ 
選
え
り抜く［他］ 引き抜く［他］  攻め抜く［他］ 
追い抜く［他］ 踏み抜く［他］  粘り抜く［他］［自・意］ 
書き抜く［他］ 掘り抜く［他］  走り抜く［他］［自・意］ 
切り抜く［他］ 選
よ
り抜く［他］  見抜く ［他］ 
くり抜く［他］    
 
2.4 先行研究のまとめと問題提起 
 2 節では「V-抜く」に関わる先行研究について概観した。語彙的複合動詞のうち、主題
関係複合動詞に当たるものが［本動詞（としての意味）］になり、アスペクト関係複合動詞
に当たるものおよび統語的複合動詞が［アスペクト］の意味になるという分類があること
が分かった。しかし、形成部門の違いによる分類だけでは、なぜ［本動詞（としての意味）］
［アスペクト］の解釈に分化するのかは不明である。［本動詞（としての意味）］や［アス
ペクト］の間にどのような意味の連続性・派生の方向が考えられるか。またその派生はど
のような要素によって引き起こされるのか次節以降で詳細に分析していく。 
 
３．「分離」「貫通」を表す本動詞「抜く」と「V-抜く」 
 主題関係複合動詞は後項動詞（V2）が本動詞の意味を保持しているという特徴があるが、
本動詞「抜く」自体が複数の意味・用法を持っている。そこで、まず「抜く」の意味を明
示する。国立国語研究所『基本動詞ハンドブック』（以降『基ハン』と表記）では、多義の
動詞を中心となる意味から様々な意味が派生すると捉え、意味の広がりを図 1 のような図
解を用いて解説している。この解説に沿って、（8）で挙げた主題関係複合動詞「V-抜く」
を分類して、語義の枠の下（「追い抜く」は左側）に［ ］ で示した（図 1 では「V-抜く」
の後項動詞の語義になっているもののみ、語義・文型・例文を記載した）。ただし主題関係
複合動詞「書き抜く」の「文章の一部を抜いて書く（抜き書きする）（『複レキ』）」という
意味は、図 1 の語義の中に対応するものがないため記載していない10。  
                                                   
9 『複レキ』では自他を以下の 3 種類に分類している。 
自動詞  ：ヲ格をとらない動詞（「道を歩く」のように移動経路のヲ格をとる場合は自動詞） 
自動詞・意志 ：意志をもつ名詞を主語にとる自動詞 
他動詞  ：「N ガ (N ニ) N ヲ」の格パターンをとる動詞  （『複レキ』操作説明書より） 
操作説明書に言及はないが、ここでの「自動詞」は「自動詞・無意志」を示す（神崎 2013：444）。 
10 「書き抜く」は「１ ものの一部の分離」や「５ 選択による分離」の意味に近いが、例えば「重要な
部分を書き抜く」のように元々の位置から「重要な部分」がなくなるわけではないため、これらのグルー
プの本動詞の意味とは正確には一致しない。 
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図 1 抜く（ぬく）の意味 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『基ハン』より構造図・語
義・文型・例文を引用（複合
動詞［V-抜く］の配置は筆者
による） 
１ ものの一部の分離 
人が、あるものに固定しているものを、力を加えて引っ張って取る。 
文型：＜人＞が＜もの＞をぬく 
例文：彼らは一礼をすると、鞘から刀を抜いて構えた。 
２ 
気体・液体
の排出 
５ 選抜による分離 
人が、複数の人・もの
（全体）の中から一部
を選び取る。 
文型：＜人＞が＜人・
もの＞をぬく 
例文：本棚から読みた
い本を抜く。 
 
９ 貫通（空洞を生じさせる） 
人・ものが、力を加えてものの一部を貫
通させる。 
文型：＜人・もの＞が＜もの＞をぬく 
例文：工作で使うためにペットボトルの
底を抜く。 
10 突破 
人・ものが、
進行を遮るも
のの範囲内を
通って向こう
側へ出る。 
文型：＜人＞
が＜場所＞を
ぬく  
例文：彼は、
三遊間を抜く
ヒットを放っ
た。 
14  空白の
形成 
人が、ものの
一部を残して
他の部分に色
や 柄 を 付 け
る。 
文型：＜人＞
が＜もの＞を
＜様態＞ぬく 
例文：写真に
文字を白く抜
いて入れる。 
３ 
気
力
の
緩
和 
４ 
弛
緩
（
和
服
の
襟
） 
） ８ 
窃
盗 
６ 
不要なも
のの排除 
７ 
不要なこ
との省略 
13  空洞の
形成 
人が、ものの
内部を突き通
してある形を
作る。 
文型：＜人＞
が＜もの＞に
＜形＞をぬく  
例文：金型を
使って板に直
径 5 センチの
穴を抜く。 
11 追い越し（物理的移動） 
人・乗り物・動物が、前にいる人・乗り物・
動物に追いつき、さらにその先に出る。 
文型：＜人・乗り物・動物＞が＜人・乗り
物・動物＞をぬく 
例文：その馬は最終コーナーで先頭の馬を
一気に抜いてトップに躍り出た。 
12 追い越し（技能・成果） 
人・組織（の技能・成果）が、他の人・組
織（の技能・成果）を越える。 
文型：＜人・乗り物・動物＞が＜人・乗り
物・動物＞をぬく 
例文：1 年生が先輩たちをあっさり抜いて
レギュラーになった。 
切り抜く、引き抜く 
選び抜く、 
選（え）り抜く、 
選（よ）り抜く 
射抜く、打ち抜く、踏み抜く 
粘り抜く くり抜く、 
堀り抜く 
染め抜く 
追い抜く 
15  
唐
突
な
暴
露 
本動詞「抜く」からアスペクトを表す複合動詞「Ｖ-抜く」への派生 
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以下では「抜く」の各語義のうち、［アスペクト］を表す「V-抜く」への派生に関係すると
本稿で捉えている「ものの一部の分離」「貫通（空洞を生じさせる）」についてそれぞれ分
析していく。動詞の分析にあたり、意味と統語の両方の特徴を捉えるため、語彙概念構造
（Lexical Conceptual Structure：以下 LCS）のモデルを用いて解説する11。 
 
3.1 「ものの一部の分離」を表す「抜く」／「V-抜く」 
 まず「抜く」の中心的な意味とされている「１ものの一部の分離」から見ていく。（8）
の主題関係複合動詞の中で「ものの一部の分離」の意味になるものは「切り抜く」「引き抜
く」の 2 つである。「ものの一部の分離」を表す本動詞「抜く」は（9）の例のように＜動
作主＞＜対象＞＜起点＞を表すことが可能である。（＜ ＞は意味役割を示す） 
 
（9）目のまえで、一人の若い男が＜動作主＞湾曲した短剣を＜対象＞ 鞘から＜起点＞【抜き】、そ
れを自分の胸先に構えたのだ。 
（今福竜太ほか編 『旅のはざま』, 1996, 908．下線・上付き文字・【 】は筆者による）12 
 
（9）では＜動作主（男が）＞＜対象（短剣を）＞は、省略すると意味が通じないため、
必須項（Obligatory Argument）となっているのに対し、＜起点（鞘から）＞は省略して
も文意に影響はないため、随意項（Optional Argument）と考えられる。しかし省略され
たとしても＜対象＞がどこから抜かれたのかという情報は話者の経験的知識によって推察
が可能である（10）。 
 
（10） a. コンセントを抜く。 推察される起点→プラグから 
 b. 歯を抜く。  推察される起点→歯茎から 
 c. 釘を抜く。  推察される起点→木材などから 
 
このことから、「ものの一部の分離」の意味における「抜く」の＜起点＞は＜対象＞をその
一部として含んでいるという関係を持っているということが分かる。この「抜く」の語彙
概念を LCS で示すと（11）のような表記が考えられる。 
 
（11）ものの一部の分離「抜く」の LCS 
［x ACT ON y］CAUSE［y BECOME［y BE NOT AT w(∈ y)］］ 
例：太郎が鞘から剣を抜いた。 
［x 太郎ACT ON y 剣］CAUSE［y 剣BECOME［y 剣 BE NOT AT w 鞘(∈ y 剣)］］ 
 
                                                   
11 LCS の定義は影山（1996、2008）に従う。 
12 出典を示す現代語用例は、国立国語研究所,Lago 言語研究所『NINJAL-LWP for BCCWJ』による。 
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（11）の LCS を、例を用いて説明すると、太郎が剣に対して抜くという動作を行った（［x
太郎 ACT ON y 剣］）結果、剣が鞘にない（［y 剣 BE NOT AT w 鞘(∈ y 剣)］）という状態にな
る（［y 剣BECOME］）という事象を引き起こしている（CAUSE）ことを示している。CAUSE
より前の部分は「上位事象」と呼ばれ、主語の意図的な行為を示し、CAUSE より後ろの
部分は「下位事象」と呼ばれ、何らかの状態変化を示している。上位事象と下位事象が使
役述語 CAUSE によって結び付けられることにより、一つの使役事象を表している。w(∈ y) 
の部分は＜起点＞に現れる名詞句の性質として「w は y をその一部として含んでいる（w
∈ y）」ということを表現している。このような名詞の性質を LCS 内で示すことはあまり
ないが、「ものの一部の分離」「抜く」の特徴を示すため筆者が導入した。 
 主題関係複合動詞の「V-抜く」は（11）の LCS に前項動詞（V1）の LCS を代入するこ
とで「ものの一部の分離」の意味を保持した「V-抜く」の解釈が得られると考えられる。
影山（2013：22）では LCS の意味概念（ACT、CAUSE、MOVE、BECOME）はすべて
「具体的な実行の仕方を表す様態成分（manner component）」を持っており、主題関係複
合動詞は V2 が持ついずれかの様態成分に V1 の LCS を代入することで V1 は V2 を手段・
原因・様態など様々な意味関係で修飾している解釈を得るという分析を示している（12）。
LCS の代入という形で「V-抜く」の LCS を示すと（13）の形が考えられる。 
 
（12）x が y を押しつぶす。（手段の解釈） 
「つぶす」の LCS：［x ACT＜Manner＞］CAUSE［y BECOME［y BE NOT AT WHOLE］］ 
     
            「押す」の LCS      （影山 2013：23） 
（13）太郎が大根を引き抜く。（手段の解釈） 
抜く：［xi ACT ON＜Manner＞ yj］CAUSE［yj BECOME［yj BE NOT AT w(∈ yj)］］ 
     
引く：［xi ACT ON＜PULLING＞ yj］  項構造：＜xi「太郎」＜yj「大根」＞＞ 
      
（13）は以下のことを表している。「抜く」という行為には具体的な実行の仕方が伴うが、
本動詞「抜く」にはその指定がない。「引き抜く」という複合動詞の形になることで、「引
く」の様態＜PULLING＞が未指定だった「抜く」の実行の仕方＜Manner＞の部分に合成
され、「引くことによって抜いた」という解釈が完成する。「引く」の項 x・y は「抜く」
の項 x・y と同定され、項構造へと連結されている（iおよび jは同一指標を示す）。＜起点
＞となる w は「地面から」「畑から」など随意項として具現化することもできる。（8）で
挙げた動詞では「切り抜く」もこの LCS で分析可能である。 
 以上、3.1 では「ものの一部の分離」を表す「抜く」が＜動作主＞＜対象＞＜起点＞を
表すことができるという統語構造から LCS を提案し、「引き抜く」「切り抜く」が「抜く」
の LCS 中の ACT ON に対する様態成分に V1 の様態を挿入するという形で分析が可能で
本動詞「抜く」からアスペクトを表す複合動詞「Ｖ-抜く」への派生 
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あることを示した13。 
 
3.2 「貫通（空洞を生じさせる）」を表す「抜く」／「V-抜く」 
 次に『基ハン』で派生義とされている「９ 貫通（空洞を生じさせる）」の意味を持つ「V-
抜く」を見ていく。（8）では「射抜く」「打ち抜く」「踏み抜く」がこの意味になると考え
られる。前節と同様にまず本動詞「抜く」の意味・用法から確認する。 
 
（14）（私が＜動作主＞）２部屋と階段、廊下の壁を＜対象＞【抜き】広々とした台所とリビング
にした。（クロワッサン, 2002, 一般．下線・上付き文字・（ ）・【 】は筆者による） 
 
「ものの一部の分離」を表す「抜く」と異なり（14）では随意項の＜起点（～から）＞が
現れない。このことから LCS の状態部分には前節で分析したような＜起点＞と結び付く w
は現れないと考えられる。具体的には［y BE NOT AT w(∈ y)］の部分である。図 1 の「９ 
貫通（空洞を生じさせる）」の語義を見ると「人・ものが、力を加えてものの一部を貫通さ
せる」とある。「ものの一部の分離」では、分離される＜対象＞（y）は＜起点＞となる全
体（w）の一部であったが、y と w は基本的には別個のものであり、y は w からの分離の
可能性を持っていた。一方「貫通（空洞を生じさせる）」の事象において貫通される＜対象
＞となる部分は、そこに近接するものと基本的に均一の性質を有するものであり、通常の
状態では分離の可能性は持っていない（15）。 
 
（15） a. ペットボトルの底を抜いた。   （「底」は「ペットボトル」の一部） 
 b. 廊下の壁を抜いた。    （抜いた部分は「壁」の一部） 
 c. クッキー生地を丸形に抜いた。 （抜いた部分は「クッキー生地」の一部） 
 
無理に＜起点（～から）＞を具現化させると「ペットボトルからペットボトルの底を抜い
                                                   
13 査読者より「「抜く」における「分離」は手段であって、動作・行為の目的は、分離するモノが部分と
して在る全体の状態変化にある。分離対象のモノは一般常識的に、全体-部分の関係が想起される「部分」
を表し、全体-部分は機能構成的で、従って部分のモノが分離すると、全体の存在の在り方や、その機能
まで変化することが推論できる。LCS で「全体の存在の在り方や、その機能が変化する」ことまで述語
表現を使って表してもらいたい」というコメントを頂いた。たしかに「木材から釘を抜いた」という事象
を想起すると、「木材」は「釘が刺さっている状態」から「釘が刺さっていない状態」に変化し“全体の存
在の在り方やその機能”は変化していると捉えられる。しかし LCS はあくまで“語彙”概念構造であるため、
統語構造へ反映されるような「意味」の特徴を表示することを基本姿勢としており（Levin1993、影山 1996
など）、本稿でもこの立場をとっている。仮に全体の状態変化を LCS に反映させようとすると＜対象＞y
が「木材」となるが、実際の文では「釘を」が＜対象＞の意味役割を持つ内項として実現しており、統語
構造と対応させることができなくなる。このことからコメントの「全体の状態変化（木材の状態が変化す
ること）」は言語化される以前の現実の事象そのものに属しており、言語化されない要素であると考える。
一方で、現実の事象そのものの中に本動詞「抜く」とアスペクトを表す「V-抜く」との関係性を読み取れ
る見通しがあるため、重要な指摘として 4 節で LCS とは別の扱いで取り入れさせて頂いた。なお、「貫通
（空洞を生じさせる）」を表す「抜く」は＜対象＞y の状態変化として LCS 上で表現が可能である（3.2
参照）。 
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た」のような表現となるが、言語の経済性の観点からも不要と考えられる。統語構造に＜
起点＞が現れないことを考慮すると、LCS の状態の部分は変項（w）を用いず「貫通され
た」を示す意味述語（＝PIERCED）に置き換えてよいと考えられる（16）。 
 
（16）貫通（空洞を生じさせる）「抜く」の LCS 
［x ACT ON y］CAUSE［y BECOME［y BE AT PIERCED］］ 
例：太郎が床を抜いた。 
［x 太郎ACT ON y 床］CAUSE［y 床BECOME［y 床 BE AT PIERCED］］ 
 
（16）の LCS を「射抜く」に当てはめて見ていく。3.1 と同様に具体的な実行の仕方を表
す様態成分が前項動詞（V1）によって付加されると考えると（17）の構造が得られる。 
 
（17）太郎が的を射抜く。（手段の解釈） 
抜く：［xi ACT ON＜Manner＞ yj］CAUSE［yj BECOME［yj BE AT PIERCED］］ 
     
射る：［xi ACT ON＜SHOOT＞ yj］  項構造：＜xi「太郎」＜yj「的」＞＞ 
   
「打ち抜く」「踏み抜く」もこの LCS で分析可能である。 
 以上、3.2 では、「貫通（空洞を生じさせる）」を表す「抜く」が＜動作主＞＜対象＞を
表し、＜対象＞の状態が変化する（貫通された状態になる）ことから状態部分に「PIERCED」
という定項を挿入した LCS を提案した。またこの LCS に V1 の様態を挿入するという形
で「射抜く」「打ち抜く」「踏み抜く」が同様の LCS で分析可能であることを示した。 
 
3.3 3節のまとめ 
 3 節では「ものの一部の分離」「貫通（空洞を生じさせる）」を表す本動詞「抜く」と「V-
抜く」の意味を、LCS を用いて分析した。しかし、これらの意味を特徴づける［y BE NOT 
AT w(∈ y)］および［y BE AT PIERCED］の部分には、アスペクトを表す「V-抜く」の「最
後まで V1 する」という意味に直接的につながる要素は見当たらない。そこで、統語構造
に反映される LCS とは別の側面として、言語化以前の「現実の事象そのもの」という視
点からアスペクトを表す「V-抜く」とのつながりを捉えることを次節で試みる。 
 
４．アスペクトを表す複合動詞「V-抜く」への派生 
 アスペクトを表す「V-抜く」は「最後まで V1 する」という意味を表すが、3 節で考察
した本動詞「抜く」の「ものの一部の分離」「貫通（空洞を生じさせる）」にはその語彙の
中にアスペクトを表す「V-抜く」につながる要素は見当たらなかった。そこで本節では、
言語化される以前の「現実の事象そのもの」という視点から「ものの一部の分離」「貫通（空
本動詞「抜く」からアスペクトを表す複合動詞「Ｖ-抜く」への派生 
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洞を生じさせる）」を捉えなおし、アスペクトを表す「V-抜く」との関連を分析する。 
 影山（1996）では外界と文法との関係を図 2 のように示している。 
 
図 2 外界と文法との関係 
外界 
語彙概念構造 
項構造 
統語構造                （影山 1996：49） 
 
図 2 の四角枠内は言語表現の内部の領域で、外界と文法は別のものであるが、人間が外界
を知覚・認識してそれを言語化していることを表している。言語表現が“現実の世界”と密
接に関係しているとすれば、意味の派生を考察するにあたり、まず本動詞「抜く」の現実
の世界における事象（以降、「現実事象」と呼ぶことにする）を見ていく必要がある。以下、
4.1 では基本義「ものの一部の分離」の現実事象を分析し、4.2 では「ものの一部の分離」
の「貫通（空洞を生じさせる）」への派生に現実事象が関わるプロセスを考察する。4.3 で
はそのプロセスを、アスペクトを表す「V-抜く」の分析に適用し、本動詞「抜く」が現実
事象を介してどのようにアスペクトを表す「V-抜く」の意味とつながってくかを考察する。
4.4 では本節で得られた結果をまとめる。 
 
4.1 「ものの一部の分離」の現実事象 
 はじめに「ものの一部の分離」を意味する「抜く」の現実事象を分析する。例として「釘
を抜く」という表現を取り上げると現実事象は以下のように捉えられる。 
 
（18）「釘を抜く」の現実事象 
・① ［静止状態］木材などに釘が刺さった状態がある。 
・②-1 ［過程］＜動作主＞が釘に対して、一方向への移動を働きかける。 
・②-2 ［過程］釘は木材の内部から外部へと徐々に移動していく。 
・③ ［結果状態］その後、釘は木材から分離する。 
   ③-A：釘の視点：木材の内部と外部の境界を越える。 
   ③-B：木材の視点：釘が刺さっていない状態になる。 
 
（18）の現実事象のうち、LCS 上で表現される部分は①の「木材が釘をその一部として
含んでいるという状態（w(∈ y)）」、②-1 の一部である「＜動作主＞の釘に対する働きかけ」
（［x ACT ON y］）、③の「釘が木材から分離するという状態変化（［y BECOME［y BE NOT 
AT w(∈ y)］］）」である（19）。②-1「一方向への移動」や釘の視点から見た③-A「内部と
外部の境界を越える」、木材の視点③-B「釘が刺さっていない状態になる」という部分は
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現実事象には存在していても言語化はされていない。（18）のイメージを図 3 に示す。 
 
（19）ものの一部の分離「抜く」の LCS 
［x ACT ON y］CAUSE［y BECOME［y BE NOT AT w(∈ y)］］ 
   ②-1 の一部            ③      ① 
      
図 3 「ものの一部の分離」を表す「抜く」の現実事象イメージ （「釘を抜く」14） 
静止状態 過程 結果状態 
   
①：木材＜起点 w＞
に釘＜対象 y＞が刺
さった状態。 
 
②-1：＜動作主 x＞が釘＜対
象 y＞に対して一方向への移
動を働きかける。 
②-2：釘＜対象 y＞は木材＜
起点 w＞の内部から外部へ
徐々に移動する。 
③：釘＜対象 y＞と木材＜起点 w＞が分離する。 
③-A［釘の視点］＜対象 y＞：木材の内部と外部
の境界を越える。 
③-B［木材の視点］＜起点 w＞：釘が刺さってい
ない状態になる。 
※下線部は LCS 上で実現している部分を示す。 
 
図 3 の下線部以外は言語上では具現化していないが、現実の世界では存在している。＜動
作主＞＜釘＞＜木材＞を変項 x、y、w とし、現実事象を一般化すると「ものの一部の分離」
を表す「抜く」は（20）のように表すことができる。 
 
（20）「ものの一部の分離」を表す「抜く」の現実事象 
xのyに対する一方向への働きかけの過程を経て、ある境界を越えるとwの状態が変わる。 
 
（20）を現実事象として認めた上で、これが本動詞の派生的意味「貫通（空洞を生じさせ
る）」、アスペクトを表す「V-抜く」につながるプロセスを 4.2 および 4.3 で考察する。 
 
4.2 「貫通（空洞を生じさせる）」の現実事象 
 3.2 では、「貫通（空洞を生じさせる）」を表す「抜く」の LCS として＜対象＞自体が貫
                                                   
14 イメージ図上で＜動作主 x＞が使用している道具（釘抜き）は本動詞「抜く」からアスペクトを表す
「V-抜く」への意味の派生に直接関与しないため、記述上では省略している。図 4 も同様である。 
w w w 
y 
y y 
x 
x 
本動詞「抜く」からアスペクトを表す複合動詞「Ｖ-抜く」への派生 
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通された状態になるという（21）の構造を提案した。 
 
（21）貫通（空洞を生じさせる）「抜く」の LCS 
［x ACT ON y］CAUSE［y BECOME［y BE AT PIERCED］］ 
 
「貫通（空洞を生じさせる）」が「ものの一部の分離」からの派生であるとすると［y BE NOT 
AT w(∈ y)］が［y BE AT PIERCED］に変化する要因を「ものの一部の分離」の現実事象
に求めることができる。すなわち、図 3 のうち、「ものの一部の分離」では言語化されて
いなかった“一部を抜かれた側”の視点（③-B［木材の視点］＜起点 w＞：釘が刺さってい
ない状態になる）が言語化されると（21）のような LCS の構造が得られると考えられる。
ただし力が加えられる部分とその周囲が均質なため＜起点 w＞は＜対象 y＞となり＜対象
y＞の状態変化として捉えられることになる。「クッキー生地を丸形に抜く」を例にすると
「貫通（空洞を生じさせる）」の現象事象は図 4 のように捉えられる。 
 
図 4 「貫通（空洞を生じさせる）」の現実事象イメージ（「クッキー生地を丸型に抜く」） 
静止状態 過程 結果状態 
  
 
 
①：クッキー生地＜対象 y＞があ
る。 
②-1：＜動作主 x＞がクッキー生
地＜対象 y＞の一部に対して一
方向への移動を働きかける。 
②-2：クッキー生地＜対象 y＞の
一部が徐々に外部へと移動して
いく。  
③：一部と元のクッキー生地が分
離する。 
③-A：［一部の視点］：元のクッキ
ー生地の内部と外部の境界を越
える。 
③ -B：［元のクッキー生地の視
点］：丸形に抜かれた状態になる。 
※＜動作主 x＞の姿はイメージ図では省略している。 
 
図 4 の記述の下線部は言語化に使用されている部分である。このように「x の y に対する
一方向への働きかけの過程を経て、ある境界を越えると w の状態が変わる」という「もの
の一部の分離」の現実事象から言語化する部分を③から③-B の視点に切り替えることで、
＜起点 w＞は＜対象 y＞に置き換わり、「貫通（空洞を生じさせる）」の意味が派生すると
捉えることができる。この操作が加えられた後の現実事象を（22）に示す。 
 
y y y 
x 
x 
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（22）「貫通（空洞を生じさせる）」を表す「抜く」の現実事象 
xの yに対する一方向への働きかけの過程を経て、ある境界を越えると yの状態が変わる。 
 
次節では（22）の現実事象がアスペクトの意味につながるプロセスを分析する。 
 
4.3 アスペクトを表す「V-抜く」 
 4.1 および 4.2 で見た本動詞「抜く」の現実事象がアスペクトを表す「V-抜く」の「貫徹」
「極度」の意味にどのようにつながるかを本節で分析する。（23）に「貫徹」の例を示す。 
  
（23） a. 太郎は 3 日間走り抜いた。 
 b. 太郎は 3 日間走った。 
 
（23a）（23b）は客観的事実としては同一のものを表している。それでは両者の違いはど
こにあるのだろうか。城田（1998）、姫野（1999）では以下のように分析している。 
 
城田（1998：145）によれば、「～ぬく」は「うごきが持続され最終段階に至ることを示すが、そ
れに対する逆流（抵抗、困難な条件）のあることがなんらかの程度に予定される。」逆流に対しあ
る期間最後まで当人の強固な意志に支えられて何かが行われるということを表すのである。したが
って、期間の長さを示す語を伴うことが多い。              （姫野 1999：187） 
 
この分析の中で「最終段階」という表現があるが、これは「ある期間」という“時間的な幅”
だけではなく、V1 の“事態の進行の程度”という側面も含めて考えることができる。例えば
「鍛え抜く」という語は、「鍛える」という事態が「最終段階に至る」ということであるが、
この最終段階というのは時間的な幅の最終段階ではなく、「鍛える」という動作を行う＜動
作主＞にとっての「心理的な到達点」のようなものを表していると考えられる。この点を
考慮すると（23a）は客観的な事実は（23b）と同じでも＜動作主＞の中で“「心理的な到
達点」を越えた”という事態認識があるかどうかという点が異なっている。＜動作主＞が「走
る」という事態を「心理的な到達点」の方向へ向かうように働きかけた結果、心理的な到
達点を越える、ということである15。このイメージを示すと図 5 のようになる。図 5 は「「太
郎が走る」という事象自体を＜動作主 x＝太郎＞の心理的な到達点の方向へ向かわせよう
と働きかける過程を経て、心理的な到達点を越える」ことを表している。図 5 中の矢印は
“事態の進行”を表しており、物理的な移動を示していた図 3 や図 4 とは異なるが、図 5 は
図 4 の現実事象を概念上で反映させた形と見ることができる。「貫通（空洞を生じさせる）」
では状態変化する対象が＜対象 y＞であったのに対し、アスペクトを表す「V-抜く」では x
の内的状態が「心理的な到達点への未到達」から「到達」へと変化していると考えられる。
                                                   
15「心理的な到達点」は、客観的な期間や距離など時間的また物理的なゴールと同一である場合もある。 
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ここからアスペクトを表す「V-抜く」の現実事象は（24）のように記すことができる。（24）
を踏まえると LCS としては（25）のような構造が想定できる。 
 
図 5 アスペクトを表す「V-抜く」の現実事象イメージ（「太郎が走り抜く」） 
過程 結果状態 
  
 
（24）アスペクトを表す「V-抜く」の現実事象 
x の e（事象）に対する一方向への働きかけの過程を経て、心理的な到達点を越えると x
の状態が変わる。 
 
（25）アスペクトを表す「V-抜く」の LCS 
a. e1：V1 の LCS：便宜上 e1と表記しておく 
b. 「V-抜く」の LCS 
e1 BECOME [e1 BE AT BEYOND-x’s MENTAL TERMINUS] 
 
（25）はある事象(e1)が x の「心理的な到達点」を越えた状態（e1 BE AT BEYOND-x’s 
MENTAL TERMINUS）になる（BECOME）ことを表している。状態変化の LCS の中
に V1 の事象（e1）が合成された形になっている。「心理的な到達点」は x の認識上の問題
なので客観的に明示することは難しいが、明らかにそこまで達していないと想定できるよ
うな現実事象の表現に「V-抜く」を用いると不自然な文になる（26）。 
 
（26） a. ?? その選手はゴール直前まで走り抜いた。 
 b. ?? 考え抜いた穴だらけの意見を言った。 
 
（26）の例から「V-抜く」は「心理的な到達点」を越える以前の過程の段階では使いにく
く、基本的に「到達点を越える」という瞬間的な変化の部分を言語化していると考えられ
る。しかし図 5 に示したように現実事象では過程が存在している。本動詞「抜く」がこの
過程部分の共通性を介してアスペクトを表す「V-抜く」へと派生するには、「デキゴトの背
x x 
e：事象（event） 
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景の過程に着目するような視点」「過程重視」という要素が必要になる（5 節参照）。 
 この過程の部分を含めた（24）の中にどのような補足的価値16を持たせるかによって、
「貫徹」や「極度」の意味が派生すると考えられる。例えば「生きる」の心理的到達点に
向けて働きかけるという過程の中に「それに対する逆流（城田 1998：145）」を想起させ
れば「苦難でも死なずに、最後まで（『複レキ』）」という「貫徹」のニュアンスが含まれる
し、「困る」が一方向へ向かっていく過程の中に「より深く進んだ状態に向かう」ことを想
起させれば「非常に、とことんまで（姫野 1999：188）」という「極度」のニュアンスが
含まれると考えられる。どちらの意味もその元となる現実事象のフレームは共通しており、
過程に着目し、その中に補足的価値を見出すことで意味が派生していると考えられる。 
 
4.4 4節のまとめ 
本節では、現実事象の視点から「ものの一部の分離」「貫通（空洞を生じさせる）」を捉
え直し、「過程を経て、ある境界を越える」という現実事象の共通性を介して、アスペクト
を表す「V-抜く」の意味へと派生するプロセスを分析した。 
 
５．「過程重視」の視点に関わる対照言語学的考察 
 4 節では「過程重視」の視点の働きにより、本動詞「抜く」の「貫通（空洞を生じさせ
る）」の現実事象における過程を、“事態の進行の程度”に反映させることで「V-抜く」がア
スペクトの意味につながるプロセスを分析した。本節ではこのプロセスを可能にする「過
程重視」の視点について他の言語との対照を通じて考察する。 
日本語の「過程重視」に対して「結果重視」と言われている言語に英語や中国語がある
が、これらの言語では、アスペクトを表す「V-抜く」のニュアンスを動詞として表現しに
くいようである。すなわち英語・中国語では、結果相に視点がおかれるため（影山 1996：
289-290、Tai1984：295）17,18、「V-抜く」の後項のように動詞一語の中で「継続相の様態
（“困難にもめげずに最後まで”といった過程）＋結果相」という複合的なアスペクトを表
現することが難しいのかもしれない。英語では（27）、中国語では（28）のように「V-抜
                                                   
16 補足的価値（subprementary values）とは、明示的意味（denotative meaning）と対置され、特定の
言語共同体や個人によって異なる、ある語に対して抱く周辺的意味、情意的意味である（木藤 1991：1）。
ブルームフィールド（1962：195-204）では「“13”という数字は、数学上の明示的な意味の他に、西欧で
は不吉な数という補足的価値を持っている」などの例が挙げられている。 
17 影山（1996：10）では英語／日本語の結果／過程重視の例として以下のような違いを挙げている。 
 a.  AND THEN THERE WERE NONE（Agatha Christie の小説）／そして誰もいなくなった。 
 b. ［授業の始めに先生が］Where are we now?／ 前はどこまで行きましたか？ 
 c. Don’t be cross with Robert. (Hemingway. The Sun Also Rises)／ロバートに腹を立てないで。 
これらの例では、「日本語の動詞が状態変化の途中過程を描写するのに対して、英語では be 動詞が使われ
ている。be 動詞は静止状態を表すから、英語は変化の途中経過は抜きにして、結果状態という 1 点に着
目していることになる（影山 1996：10）」と述べている。 
18 Tai（1984：294）は「中国語は基本的に結果重視の言語であり、表現の視点は変化を被る対象のとこ
ろに位置している」という。例えば複合動詞＜殺死＞は「死ぬ」という結果がまずあって、その前にどう
して死んだのかを表す＜殺＞をつける、すなわち結果の観点から行為を見つめているという。 
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く」のニュアンスを表現しようとすると“to the end”や＜到最后＞（最後まで）のような副
詞的な要素や成語での表現になる。 
 
（27）アスペクトを表す「V-抜く」の英語（『複レキ』より英語による語義説明を引用） 
a. 生き抜く To continue living to the end, without dying in difficult circumstances. 
b. 走り抜く To run to the end.                                          「thinks. 
c. 困り抜く To be vexed but unable to see any solution no matter how much one  
（28）アスペクトを表す「V-抜く」の中国語19 
a. 生き抜く 坚决地活下去（断固として＜坚决地＞ 生き続ける＜活下去＞） 
b. 走り抜く 跑到最后（最後まで＜到最后＞ 走る＜跑＞）／跑完（走り終わる） 
c. 困り抜く 束手无策（手をつけかねて成す術をしらない［成語］） 
 
反対に日本語では「過程重視」の視点が作用し（脚注 17 参照）、「V-抜く」の中に「抜く」
成立までの過程を読み込むことができ、それが「V-抜く」全体の意味（「貫徹」や「極度」
のニュアンス）に反映されると考えることができる。 
以上本節では、「抜く」のアスペクトを表す「V-抜く」への派生プロセスにおいて現実事
象の過程に着目するのは偶然ではなく、対照言語学的な視点から見ると、日本語の「過程
重視」の傾向の一つの例と捉えることもできる可能性があること考察した。 
 
６．おわりに 
本稿では「「V-抜く」の 2 つの意味（［本動詞］［アスペクト］）の間にどのような意味の
連続性・派生の方向が考えられるか。またその派生を引き起こす要素は何か」という問題
について論じた。本動詞「抜く」の基本義「ものの一部の分離」の現実事象に認められる
「x の y に対する一方向への働きかけの過程を経て、ある境界を越えると w の状態が変わ
る」という要素のうち、状態変化するものを言語化すると派生義「貫通（空洞を生じさせ
る）」の意味になること、さらに、現実事象における過程の部分を“事態の進行の程度”に反
映し、「ある境界」を「心理的到達点」とすることで、アスペクトを表す「V-抜く」の意味
へ派生するという結論を得た。この派生には過程に着目する視点が必要であり、日本語の
「過程重視」という特徴がこれを可能にしている可能性があることを考察した。 
図 6 に本動詞「抜く」の基本義「ものの一部の分離」から「貫通（空洞を生じさせる）」
「アスペクトを表す「V-抜く」」へ至る現実事象上での関連と対応する LCS を示す。現実
事象中の太字で示した要素が LCS 上の意味の派生と関わる基本義からの変更部分であり、
太字以外は共通する概念として引き継がれるフレームである。現実事象の過程に着目する
ことで、LCS 上ではわからない本動詞「抜く」との連続性を捉えられることを示した。 
 
                                                   
19 日本語に対応する中国語は中国語母語話者（中国雲南省出身・20 代・男性）に協力頂いた。 
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図 6 本動詞「抜く」からアスペクトを表す「V-抜く」への派生 
現実事象         LCS 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 本稿では、アスペクトを表す複合動詞「V-抜く」への派生に関わる本動詞の意味として
「ものの一部の分離」「貫通（空洞を生じさせる）」を取り上げたが、これ以外の「選択に
よる分離」などの本動詞の意味について基本義からの派生を分析するには至らなかった。
これらの派生義に対する本稿で提案した方法の適用については今後の課題としたい。 
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ものの一部の分離 
x の y に対する一方向への働きかけの過程を
経て、ある境界を越えると w の状態が変わる。 
貫通（空洞を生じさせる） 
x の y に対する一方向への働きかけの過程を
経て、ある境界を越えると y の状態が変わる。 
アスペクトを表す「V-抜く」 
x の e（事象）に対する一方向への働きかけの
過程を経て、心理的な到達点を越えると x の
状態が変わる。 
 
［ x ACT ON y ］ CAUSE ［ y 
BECOME［y BE NOT AT w(∈ y)］］ 
［ x ACT ON y ］ CAUSE ［ y 
BECOME［y BE AT PIERCED］］ 
e1 BECOME [e1 BE AT BEYOND- 
x’s MENTAL TERMINUS] 
 
